
 

正 誤 表 

 

「免疫生物学（原書第７版 第 1刷）」 

下記の箇所に誤りがございました。謹んでお詫びし訂正いたします。 

 

頁 該当箇所 誤 正 

5 
下から 12‐13行目 その成熟型である単球 monocyteは，血液中を循環し… 単球 monocyte の成熟型である．単球は，血液中を循環し

… 

14 
図 1.11 最下段図 図内 エフェクター細胞クローンからの活性化特異的リンパ球

の増殖と分化 

エフェクター細胞クローン形成のための活性化特異的リ

ンパ球の増殖と分化 

17 1行目 贈幅 増幅 

35 14行目 発展途上国 先進国 

41 24行目 ウイルスやある種の細胞 ウイルスやある種の細菌 

49 図 2.10 キャプション 2行目 酸化酵素 NADPH NADPHオキシダーゼ 

64 

8行目，「～を有している」の後  *補足のため訳注を追加いたします． 

［訳注：原書第 5版では他成分に合わせ C2に関しても C2a

を小フラグメント，C2b を大フラグメントと表記してい

た．そのように表記している論文もあるが，この原書第 7

版では慣例に従い大フラグメントを C2a と表記してい

る．］ 

66～80 
図2.28，図2.29，図2.36，図2.41，

図 2.42，図 2.43 

 下記別紙参照（訂正個所は赤字で表記） 



70，71 図 2.32，図 2.33，図 2.34 C3b,Bb C3bBb 

70，71 図 2.32，図 2.33，図 2.34 C3b2,Bb C3b2Bb 

72 7行目 C3転換酵素（C4b2b） C3転換酵素（C4b2a） 

91 図 2.50 キャプション 12行目 リンパ節では適応性免疫応答が始まる（左下）． リンパ節では適応免疫応答が始まる（左下）． 

91 図 2.50 キャプション 17行目 ショックや凝固因子の激減による ショックや凝固因子の激減を伴う 

98 
図 2.57 キャプション下から 11

行目 

CD94は NKG2Dが CD94は NKG2が 

99 下から 4行目 MHCクラス分子 MHCクラス b分子 

99 
図 2.59 キャプション 4行目 これらのレセプターは CD3ζ鎖のホモ二量体，もしくは Fc

レセプターγ鎖 

これらのレセプターは CD3ζ鎖，もしくは Fc レセプター

γ鎖のホモ二量体 

101 下から 4行目 ある特定の環境（腹腔および胞腔） ある特定の環境（腹腔および胸腔） 

102 26行目 抗原遺伝子 抗体遺伝子 

147 図 4.4 キャプション最後の行 D遺伝子切断の一部はわずか数塩基長しかない． D遺伝子切断の一部はわずか 6塩基長しかない． 

163 

図 4.18 キャプション 3行目 この長い一次転写産物は，転写終止とポリ Aの付加（AAA），

そしてスプライシングによって修飾を受ける．Cμ遺伝子

の 3´側にある領域（pA1）で転写が終止し 

この長い一次転写産物は，切断とポリ Aの付加（AAA），そ

してスプライシングによって修飾を受ける．Cμ遺伝子の

3´側にある領域（pA1）で切断後， 

173 図 4.27 キャプション 17行目 付着末端を形成するような DNAの切れ込みはついで， 互い違いに配列された DNAの切れ込みはついで， 

199 
図 5.13  キャプション右側下か

ら 2行目 

MH定常部 MHC領域 

199 図 5.14 右側の図内 MIKB MICB 

248 19行目 前炎症誘発性反応 炎症誘発性反応 

265 図 7.7b 後期プレ B細胞 大型プレ B細胞 

269 
図 7.11 キャプション下から 5

行目 

4/9 5/9 



278 図 7.20 キャプション 14行目 pTα3 pTα：β 

281 図 7.22  下記別紙参照 

282 15行目 γ鎖遺伝子断片が δ鎖遺伝子断片が 

299 6行目 中心リンパ組織で 中枢リンパ組織で 

302 図 7.38 キャプション 3行目 CCL21，CCR7に対するレセプターをもつ樹状細胞は CCL21に対するレセプター，CCR7をもつ樹状細胞は 

306 下から 3行目 自己抗体 自己抗原 

324 
図 8.1 左から３段目 感染マクロファージの活性化，B細胞による抗体産生と促

進 

感染マクロファージの活性化，B細胞による抗体産生の促

進 

327 2行目 エフェクターT細胞とそれらの抗原 エフェクターT細胞とそれらの標的 

353 下から 2行目 その Notchリガンドは その Notchのリガンドは 

357 下から 10行目 LAF-1 LFA-1 

361 図 8.34 1列目，最下行 インターロイキン７（IL-17） インターロイキン 1７（IL-17） 

362 図 8.35 上から２段目 ホモ二量体レセプターとコモンβ鎖 ヘテロ二量体レセプターとコモンβ鎖 

371 

図 8.43 キャプション下から

5-11行目 

これらの新しいマクロファージは，TNF-α，LT-αやその

他の血管内皮細胞上のサイトカインに導かれて感染局所

の組織へと移行する．…(略)…マクロファージは遊走活性

を持つケモカイン（CXCL2）は，マクロファージが 

これらの新しいマクロファージは，TNF-α，LT-βやその

他の血管内皮細胞上のサイトカインに導かれて感染局所

の組織へと移行する．…(略)…マクロファージは遊走活性

を持つケモカイン（CCL2）は，マクロファージが 

371 
図 8.43 左から２番目の図 慢性感染を起こしている細菌を殺し，放出された細菌は新

しいマクロファージによって破壊される． 

慢性感染を起こしている細胞を殺し，放出された細菌は新

しいマクロファージによって破壊される． 

371 図 8.43 右から１番目 CXCL2 CCL2 

372 19行目 CXCL2 CCL2 

383 19行目 連結 連関 

388 下から 6行目 5版索引では [削除] 

426 17行目 TNF-β TGF-β 



432 最下行 抗原特異的をもっていても 抗原特異性をもっていても 

448 図 10.23 キャプション 3-4行目 トランスジェニックマウスを感染させ， トランスジェニックマウスに LCMVを感染させ， 

448 図 10.23図内 IL-7 IL-7R 

449 
図内上から三段目右側 「多くのエフェクター細胞は短命でアポトーシスによっ

て死滅する」 

「一部の活性化細胞とエフェクター細胞のいずれか一方，

またはその両方は長命の記憶細胞になる」 

449 
図内上から四段目左側 「一部の活性化細胞とエフェクター細胞のいずれか一方，

またはその両方は長命の記憶細胞になる」 

「多くのエフェクター細胞は短命でアポトーシスによっ

て死滅する」 

464 2行目 パイエル板には胚中心内に多くの パイエル板には胚中心を持つ多くの 

478 

下から 7行目 興味深いことに，宿主側に対する炎症反応の誘導が，病原

体の侵入に補足的もしくは必須条件として作用する．ま

た，M細胞から取り込まれた細菌は，マクロファージのよ

うな炎症細胞や近傍の上皮細胞の基底膜側に発現する

TLRに認識されない． 

興味深いことに，宿主側に対する炎症反応の誘導が，逆に

病原体の侵入に補足的もしくは必須条件として作用する．

また，M細胞から取り込まれた細菌は，マクロファージの

ような炎症細胞や近傍の上皮細胞の基底膜側に発現する

TLRと自由に相互作用する． 

479 
図 11.20 キャプション右側 2行

目 

線毛（系状の突起物） 線毛（糸状の突起物） 

480 
22行目（項目名） 粘膜免疫系は多種多様な抗原に対する免疫応答防御免疫

のホメオスタシスを維持しなければならない 

粘膜免疫系は多種多様な抗原に対する防御免疫とホメオ

スタシスとのバランスを維持しなければならない 

481 図 11.22  最下段図 投与物質 経口投与した物質 

489 
7行目 捕捉した抗原を保持したまま腸管管腔から腸間膜リンパ

節へと 

腸管管腔から捕捉した抗原を保持したまま腸間膜リンパ

節へと 

509 
図 12.7 キャプション 10行目 IKKγ＝γsubunit of the kinase（IκB キナーゼγサブ

ユニット） 

IKKγ＝γsubunit of the kinase IKK（IκB キナーゼγ

サブユニット） 

509 図 12.7 2列目・8行目 NEMO(IKK)欠損 NEMO(IKKγ)欠損 

525 図 12.15 最上段図 TT細胞 T細胞 



525 
図 12.15 キャプション右側下

から 4行目 

末梢の抗原提示細胞は T 細胞を活性化させ，MHCb 分子を

認識する． 

末梢の抗原提示細胞は MHCb分子を認識する T細胞を活性

化させる． 

577 下から 4行目 30,000万人 30,000人 

580 

図 13.23 タイトル セリアック病において，組織トランスグルタミナーゼ

（tTG）に対する特異的 T 細胞が存在しないのにそれに対

する自己抗体が産生される機序の仮設 

セリアック病において，組織トランスグルタミナーゼ

（tTG）に対する特異的 T 細胞が存在しないのにそれに対

する自己抗体が産生される機序の仮説 

581 図 13.25 3列目・5行目 リポオキシナーゼインヒビター リポキシナーゼインヒビター 

586 図 13.28  3列目 皮内腫瘍 皮内膿瘍 

589 3行目 FMFの病態は FMFの病因は 

600 下から 22行目 最も重要なエフュクター 最も重要なエフェクター 

602 図 14.2   

 （1 列目・5 行目） 末梢性免疫寛容 末梢性アネルギー 

 （2 列目・3 行目） 消去，編纂 消去，編集 

 （2 列目・5 行目） 副刺激が存在しないとき， 補助刺激が存在しないとき， 

616 

図 14.18 左下の図内 H1特異的ヘルパーT細胞は DNA特異的 B細胞を活性化し、

ヌクレオソームをプロセシングして H1 ペプチドを提示す

る 

H1 特異的ヘルパーT 細胞はヌクレオソームをプロセシン

グして H1 ペプチドを提示する DNA 特異的 B 細胞を活性化

する 

630 図 14.32 ４列目，最後の行 Fasあるいは FasL変異（APLS） Fasあるいは FasL変異（ALPS） 

631 

23行目 このグループには、CTLA-4 の変異（14-20 項参照），抑制

性 Fcレセプター，B細胞の CD22のような抑制シグナルを

伝える ITIM（6-20 項参照）と関連するレセプターなどが

ある． 

このグループには、CTLA-4（14-20項参照），抑制性 Fcレ

セプター，B 細胞の CD22 のような抑制シグナルを伝える

ITIM（6-20 項参照）と関連するレセプターの変異などが

ある． 

636 
4行目 この疾患はリケッチアの一つであるライム病ボレリアの

感染に続発する自己免疫疾患で 

この疾患はライム病ボレリアというスピロヘータの感染

に続発する自己免疫疾患で 



676 9行目 一種類だけ失った T細胞は 一種類だけ失った腫瘍は 

676 

図 15.14  3列目 腫瘍細胞の表面抗原に対する抗体はエンドサイトーシス

と抗原の分解を誘導しうる，抗原喪失変異体による免疫系

の選択 

腫瘍細胞の表面抗原に対する抗体はエンドサイトーシス

と抗原の分解を誘導しうる，免疫系による抗原喪失変異体

の選択 

677 
5行目 TGF-βは炎症性 T 細胞応答や細胞性免疫を抑制する傾向

があり，腫瘍増殖抑制に必要とされる． 

TGF-βは腫瘍増殖抑制に必要とされる炎症性 T 細胞応答

や細胞性免疫を抑制する傾向がある． 

799 コロニー刺激因子の行 7列目 骨粗鬆症 大理石病 

 

2011 年 4 月 28 日 
株式会社南江堂 
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